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こ
ん
な
こ
と
突
然
き
か
れ
て
も
、
中
区
で
生
ま
れ
て
中
区
で
育
っ
た
生
粋
の
ハ
マ
ッ
子
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、

途
中
参
加
の
ハ
マ
ッ
子
に
し
て
み
れ
ば
何
と
も
答
え
よ
う
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ふ
る
さ
と
の
記
憶
は
、
街
角
の
ふ
と
し
た
風
景
か
ら
始
ま
る
と
か
。

そ
う
い
う
小
さ
な
記
憶
の
か
け
ら
が
い
く
つ
も
集
ま
っ
て
、
ふ
る
さ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

数
十
年
で
も
数
曰
で
も
、
中
区
に
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
に

中
区
の
か
け
ら
を
た
く
さ
ん
集
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

中
区
は
あ
な
た
の
ふ
る
さ
と
で
す
か
。

自
分
の
街
の
観
光
旅
行
。

そ
う
や
っ
て
改
め
て
街
を
歩
い
て
み
る
と
、
見
慣
れ
た
景
色
が
と
て
も
新
鮮
に
見
え
て
き
ま
す
。

「
中
区
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
で
は
、
そ
ん
な
ふ
う
に
中
区
の
魅
力
が
再
発
見
で
き
る
コ
ー
ス
を

自
然
、
歴
史
、
文
化
の
三
つ
の
視
点
か
ら
選
ん
で
紹
介
し
ま
す
。

コ
ー
ス
と
い
っ
て
も
ぐ
る
り
と
歩
く
よ
う
な
コ
ー
ス
も
あ
れ
ば
、
四
季
を
通
し
て
じ
っ
く
り
見
て
ほ
し
い
散
歩
道
も
あ
り
ま
す
。

イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
を
片
手
に
、
ど
う
ぞ
自
分
の
足
で
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
し
て
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ー
ス
を
ど
ん
ど
ん
開
拓
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
た
め
に
、
通
勤
・
通
学
や
買
物
で
歩
く

い
つ
も
の
街
並
か
ら
見
つ
め
直
し
て
く
だ
さ
い
。











ここで紹介するものは

すべてウォーキングマ

ップに掲載しています｡

地
蔵
王
廟
は
明
治
二
五
年
に
本
国
の
大
エ
の
手
で
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

海
岸
通
り
に
は
ク
イ
ー
ン
の
ほ
か
に
農
林
水
産
省
合

同
庁
舎
（
旧
横
浜
生
糸
検
査
所
・
大
正
一
五
年
）
な
ど

全
盛
期
の
横
浜
の
面
影
が
色
濃
く
残
っ
て
い
ま
す
。

横
浜
開
港
資
料
館
は
旧
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
（
昭
和
六

年
）
。
こ
こ
は
日
米
和
親
条
約
締
結
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。

山
手
に
は
山
手
資
料
館
（
明
治
四
二
年
ご
ろ
）
の
よ
う

な
木
造
洋
館
が
今
も
残
り
、
ま
た
、
フ
ェ
リ
ス
女
学
院

（
昭
和
四
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

の
草
分
け
と
な
っ
た
学
校
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

根
岸
の
地
蔵
王
廟
（
明
治
二
五
年
）
は
震
災
を
耐
え

た
数
少
な
い
れ
ん
が
建
築
。
こ
の
地
で
亡
く
な
っ
た
中

国
人
が
眠
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
洋
館
を
訪
ね
歩
い
て
み
る
と
、
そ
の
時
代

Ｈ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｏ

Ｒ
Ｉ
な
ど
、
こ
の
街
の
歴

史
を
象
徴
す
る
祭
り
や
行

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

見
て
い
る
だ
け
で
も
楽

し
い
け
れ
ど
、
た
ま
に
は

自
分
も
参
加
し
て
新
し
い

街
の
歴
史
を
つ
く
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

祭
り
や
行
事
は
そ
の
街
の
歩
ん
で
き
た
道
を
映
し
出

す
鏡
だ
と
か
。
中
区
の
場
合
も
、
国
際
仮
装
行
列
や
開

港
記
念
バ
ザ
ー
の
よ
う
に
開
港
に
ち
な
む
も
の
、
お
ん

ま
な
が
し
の
よ
う
に
漁
村
だ
っ
た
こ
ろ
を
偲
ば
せ
る
も

の
、
ま
た
、
外
国
人
と
の
長
い
つ
き
あ
い
を
示
す
墓
前

祭
や
中
華
街
で
の
パ
レ
ー
ド
、
接
収
に
端
を
発
す
る
Ｔ

街
の
歴
史
を
象
徴
す
る

中
区
の
祭
り
・
参
加
ツ
ア
ー

い
ろ
い
ろ
な
国
の
デ
ザ
イ
ン
要
素
が
取
り

込
ま
れ
た
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
横
浜
税
関
。

鍵

無
病
息
災
を
願
っ
て
海
に
お
馬
を
流
す

お
ん
ま
な
が
し
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
。

=且

そ
の
時
代
の
出
来
事

が
、
ま
る
で
き
の
う

の
こ
と
の
よ
う
に
生

き
生
き
と
よ
み
が
え

っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

ど
う
ぞ
中
ま
で
立

ち
入
っ
て
、
こ
の
街

と
先
人
た
ち
の
歩
ん

で
き
た
百
数
十
年
の

時
の
流
れ
を
、
し
ば

し
追
体
験
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

（
望
月
ｃ
ポ
ン
チ
は
な
祭
り
／
８
日
／
外
人
墓
地
／
ポ
ン
チ
絵
で

知
ら
れ
る
ワ
ー
グ
マ
ン
の
墓
前
祭
。
花
を
一
輪
献
花
す
れ

ば
誰
で
も
参
加
で
き
る
。

Ｆ
Ｄ
月
③
子
育
て
地
蔵
尊
縁
日
／
５
月
～
９
月
の
毎
月
１
と
６
の

つ
く
日
／
伊
勢
佐
木
町
七
丁
目

③
横
浜
み
な
と
祭
り
国
際
仮
装
行
列
／
３
日
／
山
下
公
園

～
馬
車
道
～
伊
勢
佐
木
町
～
蒔
田
公
園

●
ヘ
フ
ト
祭
／
５
月
中
の
①
か
⑪
／
外
人
墓
地
・
岩
崎
博

物
館
／
日
本
最
初
の
洋
式
劇
場
を
建
て
た
ヘ
フ
ト
の
業
績

を
偲
ぶ
墓
前
祭
と
講
演
会

（
０
月
●
元
町
・
厳
島
神
社
例
祭
／
２
日
／
元
町

②
開
港
記
念
バ
ザ
ー
／
上
旬
／
横
浜
公
園
・
大
通
り
公
園

③
横
浜
ど
ん
た
く
／
上
旬
の
①
⑪
／
山
下
公
園
付
近
一
帯

『
ノ
月
慰
た
な
ば
た
ま
つ
り
／
７
日
頃
の
⑪
／
大
通
り
公
園

③
吾
妻
神
社
例
祭
／
Ⅳ
日
万
本
牧

③
横
浜
み
な
と
祭
り
Ｉ
花
火
大
会
／
加
日
／
山
下
公
園

（
ご
月
●
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
１
／
初
旬
／
横
浜
ス
タ
ジ

ア
ム
／
本
牧
の
接
収
地
の
中
て
Ⅱ
本
人
と
外
国
人
が
年
に

一
度
共
に
踊
っ
た
「
日
米
盆
踊
り
大
会
」
に
ち
な
む
。

●
羽
衣
町
・
厳
島
神
社
例
祭
／
２
．
３
日
／
羽
衣
町

●
三
溪
園
早
朝
特
別
歓
蓮
会
／
上
旬
／
三
溪
園

＠
本
牧
神
社
例
祭
（
お
ん
ま
な
が
し
）
／
上
旬
／
本
牧
神
社

・
本
牧
漁
港
／
四
百
数
十
年
以
上
続
く
伝
統
的
な
祭
り

●
サ
マ
ー
・
ナ
イ
ト
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
上
旬
／
山
下

公
園
ほ
か

●
諏
訪
神
社
例
祭
／
第
１
①
⑪
／
石
川
町

③
皇
太
神
宮
例
祭
／
皿
日
前
後
の
①
⑪
／
西
之
谷
川

②
根
岸
八
幡
神
社
例
祭
／
嘔
日
頃
の
①
⑪
／
磯
子
区
西
町

⑬
子
の
神
社
例
祭
／
加
日
前
後
の
⑪
／
Ⅱ
の
出
川

③
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
本
牧
ジ
ャ
ズ
祭
／
最
終
③
万
本
牧

市
民
公
園

⑩
月
②
国
慶
節
祝
賀
パ
レ
ー
ド
／
１
日
／
中
華
街

、
双
十
節
祝
賀
パ
レ
ー
ド
／
、
日
琢
中
華
街

②
中
区
民
祭
り
．
ハ
ロ
－
よ
こ
は
ま
／
上
旬
の
休
日
／
根

岸
森
林
公
園
・
区
内

●
み
な
と
横
浜
ｌ
秋
祭
り
／
上
旬
／
山
下
公
園
付
近
一
帯

担
月
②
ウ
ィ
ン
タ
ー
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
／
下
旬
／
山
下
公
園

②
横
浜
港
・
除
夜
の
汽
笛
／
、
Ⅱ
／
横
浜
港

．
中
区
の
ま
つ
り
カ
レ
ン
ダ
ー

７



よ
く
〃
横
浜
の
顔
〃
と
い
わ
れ
る
中
区
で
す
が
、
こ
と
文
化
施
設
に
関
し
て
は
、
県
民
ホ
ー
ル
、
県

立
博
物
館
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
な
ど
神
奈
川
県
の
施
設
も
加
わ
っ
て
、
ま
さ
に
神
奈
川
文
化
の
中

心
と
も
い
え
る
充
実
ぶ
り
で
す
。
せ
っ
か
く
中
区
に
住
ん
で
い
る
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
利
用
し
な

い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
中
区
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
最
後
の
お
す
す
め
コ
ー
ス
で
は
、
中
区
で
気
軽
に
文
化
を
楽
し
む
、
そ
ん

な
散
歩
を
紹
介
し
ま
す
。

い
つ
も
は
素
通
り
し
て
し
ま
う
博
物
館
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
か
、
立
派
す
ぎ
て
敬
遠
し
て
い
た
施
設

で
サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
て
み
る
な
ど
、
身
近
な
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
す
す
め
ウ
オ
ー
ク
貸
哩
⑥
巳
團
團
国
閏
鬮
繍

中
痙
で
★
Ｖ
八
Ⅲ
川
旧
を
楽
；
し
も
う

「
鞍
馬
天
狗
」
「
パ
リ
燃
ゆ
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
大
佛
次
郎
の
記
念
館
。

』
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歴
史
、
文
化
、
自
然
を

一
度
に
楽
し
む
博
物
館
散
歩

ま
ず
関
内
の
県
立
博
物
館
。
建
物
自
体
が
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
神
奈
川
県
の

自
然
、
歴
史
、
民
俗
に
関
す
る
総
合
博
物
館
で
す
。
次

は
山
下
町
の
シ
ル
ク
博
物
館
。
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の

風
俗
衣
装
の
復
元
や
江
戸
前
期
か
ら
の
着
物
、
能
装
束

な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
続
い
て
、
も
っ
と
も
新

し
い
博
物
館
・
人
形
の
家
を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

九
○
カ
国
以
上
の
国
々
か
ら
集
め
ら
れ
た
人
形
や
江
戸

中
期
の
ひ
な
人
形
な
ど
が
ず
ら
り
と
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

谷
戸
坂
を
上
る
と
山
手
の
港
の
見
え
る
丘
公
園
。
こ

の
あ
た
り
に
は
、
横
浜
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
大
佛
次
郎

の
記
念
館
、
神
奈
川
ゆ
か
り
の
近
代
文
学
資
料
を
集
め

港
は
い
つ
の
時
代
に
も
横
浜
・
中
区
に
と
っ
て
重
要

な
位
置
を
占
め
て
き
ま
し
た
。
港
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
三
つ
の
博
物
館
を
回
っ
て
み

る
と
、
そ
の
こ
と
が
良
く
わ
か
り
ま
す
。

海
岸
通
り
の
横
浜
税
関
資
料
室
。
「
港
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
」
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
鯉
の
ぼ
り
や
鏡
餅

ま
で
輸
入
品
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
る
の
に
驚
か

さ
れ
ま
す
。

日
本
大
通
り
の
横
浜
開
港
資
料
館
は
、
開
港
、
そ
し

港
の
こ
と
な
ら
何
で
も

港
に
関
す
る
三
つ
の
博
物
館

世
界
中
の
人
形
が
展
示
さ
れ
て
い
る
人
形
山
手
本
通
り
を
ぬ

の
家
に
は
、
人
形
劇
場
も
あ
り
ま
す
。

け
て
、
旧
根
岸
競
馬

場
へ
向
か
う
と
、
近
代
競
馬
発
祥
の
地
に
建
て
ら
れ
た

馬
の
博
物
館
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
馬
の
こ
と
な
ら
何

で
も
わ
か
る
と
か
。
ち
ょ
っ
と
足
を
の
ば
す
と
、
本
牧

八
聖
殿
郷
土
資
料
館
で
す
。

歴
史
、
文
化
、
そ
れ
に
自
然
ま
で
楽
し
め
る
ぜ
い
た

く
な
散
歩
で
す
。 鶏

…

た
近
代
文
学
館
、
ゲ

ー
テ
座
跡
に
建
て
ら

れ
た
岩
崎
博
物
館
や

市
内
で
も
唯
一
の
明

治
時
代
の
木
造
洋
館

を
利
用
し
た
山
手
資

料
館
と
、
古
き
良
き

ヨ
コ
ハ
マ
を
今
に
伝

え
る
博
物
館
が
集
ま

っ
て
い
ま
す
。

：



ここで紹介したものは

すべてウォーキングマ

ップに掲載していま式

ペ
リ
ー
来
航
以
来
の
横
浜
の
歴
史
を
紹
介
し
て
い
る
横
浜
開
港
資
料
館
。

て
文
明
開
化
の
激
動
を
証
言
す
る
資
料
が
そ
ろ
っ
て
い

ま
す
。
幕
末
か
ら
明
治
・
大
正
期
ま
で
の
横
浜
に
関
わ

る
人
物
や
事
件
な
ど
に
焦
点
を
当
て
た
特
別
企
画
は
、

三
カ
月
毎
に
展
示
が
え
さ
れ
ま
す
。

山
下
公
園
前
の
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
に
は
横
浜
海
洋
科
学

博
物
館
が
あ
り
ま
す
。
水
産
、
海
運
、
船
舶
、
港
湾
な

ど
に
つ
い
て
、
実
物
や
模
型
を
使
っ
て
解
説
し
て
い
て
、

日
ご
ろ
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
港
の
中
の
よ
う
す
が
よ

く
わ
か
る
、
子
供
に
も
人
気
の
高
い
博
物
館
で
す
。

ぜ
ひ
、
三
つ
ま
と
め
て
歩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

中
区
に
は
地
域
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
に
使
え
る
施

設
が
少
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
県
や
市
の
施
設
も
い

れ
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
た
く
さ
ん
あ
る
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、
気
軽
に
使
え
る
使
用
料
の
手
ご
ろ
な
施

設
を
拾
い
出
し
て
み
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
つ
い

で
に
、
ち
ょ
っ
と
下
見
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

会
議
室
・
ホ
ー
ル

⑪
横
浜
市
婦
人
コ
ー
ナ
ー
／
二
一
一
一
一
’
六
四
一
一
一
一
／
宮
川
町
〈
日

丞
口
央
競
馬
会
横
浜
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
）
／
虻
小
料

②
野
毛
地
区
セ
ン
タ
ー
／
二
四
一
’
四
五
三
五
／
野
毛
町
／
無
料

③
横
浜
市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
／
六
六
四
’
六
二
五
一
／
住
吉

町
（
関
内
ホ
ー
ル
内
）
／
無
料

③
上
一
塁
委
云
所
／
六
一
一
三
’
四
一
一
一
一
／
本
郷
町
（
上
台
公
設
市

場
内
）
／
無
料

⑤
横
浜
市
技
能
文
化
会
館
ニ
ハ
八
一
‐
六
五
五
フ
万
代
町
〆
有
料

⑯
横
浜
市
イ
ギ
リ
ス
館
／
六
二
一
一
Ｔ
七
八
一
一
一
／
山
手
町
／
有
料

⑰
平
沼
記
念
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
／
六
七
一
’
三
四
一
一
／
不
老
町

（
横
浜
文
化
体
育
館
内
）
／
有
料

③
横
浜
市
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
／
二
○
’
’
八
六
二
八
／
桜

木
町
／
有
料

趣
神
奈
川
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
／
六
七
一
’
七
○
七
○
／
山
下

町
（
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
内
）
／
有
料

⑩
大
さ
ん
橋
国
際
船
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
／
二
一
一
－
二
’
’
’
○
四
／
海

岸
通
／
有
料

⑪
横
浜
市
港
湾
労
働
会
館
ざ
一
○
一
‐
三
八
四
一
一
／
海
岸
通
一
有
料

⑫
横
浜
市
職
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
／
六
五
一
’
二
一
九
五
／
山

下
町
／
有
料

咽
神
奈
川
県
勤
労
会
館
／
六
八
一
’
’
○
三
一
／
寿
町
／
有
料

⑬
神
奈
川
県
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
六
八
一
’
八
一
五
一
／
山
下

町
／
有
料

ス
ポ
ー
ツ

⑮
日
の
出
川
公
園
庭
球
場
ヱ
ハ
四
一
‐
’
’
’
五
一
三
一
万
代
町
〆
有
料

⑭
山
手
公
園
庭
球
場
／
六
四
一
－
’
九
七
一
／
山
手
町
／
有
料

⑬
本
牧
市
民
公
園
庭
球
場
／
六
二
三
’
八
七
四
七
／
本
牧
三
之
谷

／
有
料

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
つ
い
で
に

県
や
市
の
施
設
の
下
見
を

⑩
｜
兀
町
公
園
弓
道
場
／
六
四
一
’
’
二
一
七
／
元
町
／
有
料

⑭
本
牧
市
民
公
園
運
動
広
場
／
六
二
一
一
一
’
八
七
四
七
／
本
牧
三
之

谷
／
有
料

⑳
元
町
公
園
プ
ー
ル
／
六
六
一
－
○
六
九
一
（
横
浜
市
緑
の
協
会
）

／
元
町
／
有
料

⑳
本
牧
市
民
プ
ー
ル
／
六
二
一
’
五
○
○
○
（
横
浜
市
福
祉
文
化

事
業
団
）
／
本
牧
元
町
／
有
料

老
‐
人
憩
い
の
一
家

②
柏
葉
老
人
憩
い
の
家
／
六
五
一
’
○
三
一
四
／
柏
葉
町
内
会
館

内
／
無
料

②
北
方
老
人
憩
い
の
家
／
六
二
一
’
九
三
四
四
／
北
方
町
／
無
料

そ
の
唖
他

醗
青
少
年
陶
芸
セ
ン
タ
ー
／
六
二
三
’
八
九
○
四
／
本
牧
三
之
谷

（
本
牧
市
民
公
園
内
）
／
無
料

②
横
浜
人
形
の
家
（
人
形
劇
場
）
／
六
七
一
’
九
三
六
一
／
山
下

町
／
有
料

９



桜
木
町
か
ら
弁
天
橋
を
渡
っ
て
左
の
海
側
へ
行
き
ま
す
と
、
海
上
保
安
庁
の

第
一
一
一
管
区
保
安
本
部
が
あ
り
ま
す
。
茨
城
県
か
ら
静
岡
県
ま
で
の
太
平
洋
沿
岸

の
水
域
が
第
三
管
区
の
持
ち
場
で
、
伊
豆
七
島
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
く
小
笠
原
諸

島
ま
で
は
い
り
ま
す
。

馬
車
道
通
り
の
交
叉
点
を
左
に
曲
が
っ
て
海
岸
通
り
に
出
ま
す
と
ど
っ
し
り

と
し
た
風
格
の
あ
る
建
物
が
見
つ
か
り
ま
す
。
こ
れ
が
日
本
郵
船
横
浜
支
店
で
、

日
本
郵
船
と
い
え
ば
日
本
の
船
会
社
を
代
表
す
る
歴
史
あ
る
会
社
で
す
。
山
下

公
園
に
係
留
さ
れ
て
い
る
「
氷
川
丸
」
も
元
日
本
郵
船
の
シ
ア
ト
ル
航
路
の
客

ま
ず
桜
木
町
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
東
日
本
鉄
道
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に

立
つ
と
白
い
帆
船
が
見
え
ま
す
ね
、
ご
存
知
「
曰
本
丸
」
で
す
。
昭
和
五
年
に

建
造
さ
れ
た
航
海
訓
練
所
の
練
習
船
で
、
引
退
後
昭
和
六
○
年
に
横
浜
市
に
払

い
下
げ
ら
れ
、
こ
こ
桜
木
町
の
元
一
一
一
菱
重
エ
業
横
浜
造
船
所
の
一
号
ド
ッ
ク
の

中
に
係
留
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
実
は
「
日
本
丸
」
の
浮
か
ん
で
い
る
ド

ッ
ク
は
西
区
に
な
る
の
で
す
が
、
入
口
付
近
は
中
区
内
田
町
で
す
か
ら
中
区
に

い
く
ら
か
縁
の
あ
る
場
所
と
考
え
て
い
い
で
し
ょ
う
。
今
、
日
本
丸
の
横
で
板

囲
い
が
さ
れ
エ
車
中
の
建
物
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
昭
和
六
四
年
市
政
一
○
○

周
年
の
年
に
完
成
す
る
予
定
の
マ
リ
タ
イ
ム
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
仮
称
）
で
す
。

横
浜
港
を
中
心
に
世
界
の
海
運
港
湾
を
わ
か
り
や
す
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
展

示
す
る
海
洋
博
物
館
で
す
。
横
浜
港
は
世
界
の
一
一
一
大
港
の
ひ
と
つ
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
横
浜
港
を
知
る
こ
と
で
世
界
の
海
運
や
港
湾
の
歴
史
や
発
達

が
わ
か
る
わ
け
で
、
単
な
る
一
地
方
都
市
の
港
と
い
う
狭
い
見
方
で
は
収
ま
ら

な
い
国
レ
ベ
ル
の
内
容
を
も
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
そ
れ
が
中
区
に
あ
る
の
で

す
か
ら
、
こ
と
港
に
関
し
て
は
区
民
の
大
き
な
自
慢
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

篝

￣

横
浜
は
今
か
ら
二
一
一
○
年
前
に
国
際
港
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来

今
日
ま
で
日
本
を
代
表
す
る
港
町
と
し
て
栄
え
て
き
た
の
で
す
。
そ
の
日
本
の

海
の
玄
関
と
も
い
え
る
横
浜
港
の
中
心
部
が
中
区
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
横
浜

を
知
る
に
は
ま
ず
港
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
、
中
区
を
知
る
の
に
も
港
を
ぬ
い
て
は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
、
さ
元
港
に
ど
ん
な
施
設
が
あ
る
の
か
、
ど
ん
な
人
た
ち

が
働
い
て
い
る
の
か
、
ひ
と
つ
港
を
じ
っ
く
り
と
す
み
ず
み
ま
で
探
訪
し
て
み

ま
せ
ん
か
、
中
区
の
大
切
な
部
分
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。
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船
で
、
こ
の
ほ
か
一
万
ト
ン
を
超
す
客
船
が
た
く
さ
ん
世
界
に
走
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
こ
れ
ら
の
客
船
の
大
半
は
日
本
郵
船
の
所
有
船
で
し
た
。
太
平
洋
戦

争
で
〔
氷
川
丸
」
以
外
み
ん
な
沈
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
の
先
に
ク
イ
ー
ン
の
塔
の
立
つ
横
浜
税
関
が
あ
り
ま
す
。
税
関
は
国
で
定

め
ら
れ
た
品
目
に
よ
っ
て
は
関
税
を
か
け
、
あ
る
い
は
持
ち
込
ん
で
は
い
け
な

い
麻
薬
や
拳
銃
な
ど
の
監
視
や
取
締
り
を
し
ま
す
。
こ
の
建
物
の
中
に
資
料
室

が
あ
っ
て
、
税
関
の
歴
史
や
輸
出
入
品
の
分
布
の
展
示
が
さ
れ
、
お
も
し
ろ
い

の
は
密
輸
品
の
持
ち
込
み
で
い
か
に
バ
レ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
か
と
し
た
エ
夫

の
数
々
が
陳
列
さ
れ
て
い
た
り
瀞
純
日
本
風
の
品
物
が
意
外
に
も
輸
入
品
だ
っ

た
り
す
る
の
を
知
る
一
Ｚ
が
で
き
ま
す
。
入
場
無
料
、
少
し
入
り
に
く
い
で
す

が
私
の
イ
ラ
ス
ト
の
看
板
が
出
て
い
ま
す
か
ら
ど
う
ぞ
。

税
関
の
わ
き
か
ら
新
港
ふ
頭
に
は
い
り
ま
す
。
明
治
一
一
一
一
一
一
年
に
着
エ
さ
れ
大

正
五
年
に
完
成
し
た
ふ
頭
で
、
こ
こ
に
有
名
な
赤
煉
瓦
倉
庫
が
あ
り
ま
す
。

一
一
の
倉
庫
は
、
関
東
大
震
災
に
も
倒
れ
ず
太
平
洋
戦
争
中
の
大
空
襲
に
も
焼
け

ず
に
残
っ
た
、
横
浜
に
は
数
少
な
い
明
治
の
建
物
で
、
保
存
す
る
こ
と
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
海
に
向
か
っ
て
左
側
の
突
堤
八
号
バ
ー
ス
の
先
に
大
き
な
ご

つ
い
ク
レ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
明
治
に
造
ら
れ
た
も
の
で
五
○
ト
ン
の

重
量
物
を
吊
り
下
げ
ら
れ
る
立
派
な
ク
レ
ー
ン
、
保
存
し
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

こ
こ
は
ほ
と
ん
ど
倉
庫
で
す
が
、
ふ
頭
の
つ
け
根
に
関
東
運
輸
局
の
第
一
港
湾

合
同
庁
舎
が
あ
り
ま
す
。
ふ
頭
の
中
は
保
税
区
域
と
い
っ
て
税
関
の
管
理
下
に

あ
る
の
で
む
や
み
に
は
入
れ
ま
せ
ん
が
、
絶
対
に
立
入
り
禁
止
と
い
う
わ
け
で

も
あ
り
ま
せ
ん
、
見
物
は
自
由
に
で
き
ま
す
。
た
だ
し
二
一
一
脚
を
必
要
と
す
る

カ
メ
ラ
の
撮
影
は
な
ぜ
か
関
東
運
輸
局
の
許
可
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

新
港
ふ
頭
の
隣
り
は
大
桟
橋
で
す
。
ク
イ
ー
ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
２
世
号
な
ど
の

一
彙
華
客
船
が
や
っ
て
来
る
と
こ
こ
に
接
岸
し
ま
す
。
客
船
桟
橋
な
の
で
す
。
明

治
一
一
二
年
か
ら
二
九
年
の
間
に
建
設
さ
れ
た
横
浜
港
で
も
っ
と
も
古
い
桟
橋
で

す
し
、
’
三
○
年
前
に
開
港
し
た
と
き
、
こ
こ
に
石
積
み
の
波
止
場
が
で
き
た

の
で
す
か
ら
港
発
祥
の
場
所
で
す
。
大
桟
橋
の
入
口
の
海
に
向
か
っ
て
右
手
に

合
同
庁
舎
が
あ
っ
て
海
上
保
安
庁
の
横
浜
保
安
部
へ
横
浜
検
疫
所
へ
入
国
管
理

横
浜
派
出
所
が
は
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
隣
り
が
水
先
案
内
人
、
い
わ
ゆ
る
パ

イ
ロ
ッ
ト
の
人
た
ち
が
い
る
ビ
ル
で
す
。
み
ん
な
港
で
働
く
人
た
ち
で
す
。

曇



桟
橋
に
向
か
う
と
右
手
に
沖
に
停
泊
中
の
船
と
陸
と
を
結
ぶ
通
船
の
の
り
ば

が
あ
り
、
左
手
は
税
関
の
パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ー
ト
の
桟
橋
で
す
。
大
桟
橋
に
は
事

務
所
、
売
店
、
ホ
ー
ル
な
ど
が
あ
る
の
は
よ
く
知
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
桟
橋
と
新
港
ふ
頭
は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
造
ら
れ
た
古
い
港
で
す
が
、

氷
川
丸
の
向
こ
う
に
見
え
る
山
下
ふ
頭
と
そ
の
隣
り
の
本
牧
ふ
頭
は
比
較
的
新

し
い
港
で
、
横
浜
港
が
い
ち
ば
ん
活
躍
し
て
い
る
現
役
の
場
所
と
い
え
ま
す
。

山
下
ふ
頭
は
昭
和
三
八
年
に
完
成
し
て
い
ま
す
し
、
本
牧
ふ
頭
は
そ
の
年
に
着

エ
し
て
今
よ
う
や
く
増
設
も
終
わ
っ
て
で
き
上
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

山
下
ふ
頭
は
先
が
一
一
一
つ
の
突
堤
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
う
倉
庫
ば
っ
か
り
で

す
ね
。
山
下
ふ
頭
の
つ
け
根
を
横
切
っ
て
新
山
下
橋
を
渡
る
と
左
手
に
小
さ
な

家
が
並
ん
で
い
る
通
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
釣
舟
屋
さ
ん
の
町
で
す
。
海
に

出
て
舟
で
釣
り
を
す
る
人
が
朝
早
く
こ
こ
に
集
ま
り
ま
す
。
春
の
フ
ッ
コ
釣
り

を
私
も
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
早
朝
四
時
に
こ
こ
か
ら
舟
で
出
て
八
時

に
は
も
う
戻
っ
て
く
る
の
で
す
。
｜
｜
｜
尾
も
釣
れ
ま
し
た
。
横
浜
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ

マ
ン
ワ
ー
プ
で
す
。

少
し
先
に
行
き
ま
す
と
ヨ
ッ
ト
や
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
が
つ
な
が
れ
て
い
る
マ

リ
ー
ナ
が
見
つ
か
り
ま
す
。
ヨ
ッ
ト
の
造
船
所
も
あ
り
ま
す
。
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ

ー
の
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
誰
で
も
行
け
ま
す
よ
。

ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
の
突
き
当
た
り
を
右
に
曲
が
る
と
、
横
浜
市
水
道
局
の
給

水
船
の
桟
橋
に
出
会
い
ま
す
。
外
国
航
路
の
船
た
ち
が
長
い
航
海
の
途
中
横
浜

に
寄
り
ま
す
と
水
を
補
給
す
る
の
で
す
。
横
浜
の
水
は
世
界
で
も
お
い
し
い
方

だ
そ
う
で
す
か
ら
、
よ
そ
の
港
で
は
な
く
横
浜
ま
で
補
給
し
な
い
で
来
る
の
だ

そ
う
で
す
。
給
水
船
が
水
を
積
ん
で
補
給
を
待
つ
船
ま
で
出
か
け
ま
す
。

本
牧
ふ
頭
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
海
に
向
か
っ
て
左
か
ら
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
順
に

名
が
つ
い
て
い
ま
す
。
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
い
る
と
、
無
線
で
、
本
牧
ア
メ
リ

カ
の
Ａ
と
か
デ
ン
マ
ー
ク
の
Ｄ
な
ど
と
聞
き
間
違
え
な
い
よ
う
に
よ
ん
で
い
ま

す
。
ｃ
は
カ
ナ
ダ
、
Ｂ
は
ブ
リ
テ
ン
で
す
。
Ａ
突
堤
は
コ
ン
テ
ナ
専
用
ふ
頭
で

周
囲
を
塀
で
囲
っ
て
い
る
の
で
受
付
け
で
許
可
を
得
な
い
と
見
学
で
き
ま
せ
ん
。

事
務
所
が
あ
っ
て
ど
こ
に
ど
の
コ
ン
テ
ナ
が
置
い
て
あ
る
か
、
ど
の
船
に
ど
の

コ
ン
テ
ナ
を
積
む
か
な
ど
命
令
を
出
し
た
り
、
記
録
し
ま
す
。
岸
壁
い
っ
ぱ
い

、乙与
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に
コ
ン
テ
ナ
が
置
か
れ
て
い
て
、
そ
の
間
を
ス
ト
ラ
ル
ド
キ
ャ
リ
ア
ー
と
よ
ぶ
、

コ
ン
テ
ナ
を
か
か
え
る
よ
う
な
車
が
走
っ
て
船
の
横
ま
で
運
ん
で
い
く
の
で
す
。

船
の
横
の
岸
壁
に
赤
い
大
き
な
ク
レ
ー
ン
が
あ
り
、
前
後
に
動
き
な
が
ら
、
コ

ン
テ
ナ
を
吊
り
上
げ
貨
物
船
に
積
み
込
ん
で
い
き
ま
す
。
コ
ン
テ
ナ
船
一
隻
で

二
○
○
○
コ
も
積
み
ま
す
。

Ｂ
と
ｃ
は
一
般
貨
物
船
の
荷
役
を
す
る
岸
壁
で
倉
庫
が
あ
り
ま
す
。
つ
け
根

の
方
に
は
ふ
頭
で
働
く
人
の
た
め
の
海
員
生
活
協
同
組
合
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
あ

っ
て
日
用
品
や
食
料
品
が
買
え
ま
す
。
小
型
船
舶
操
縦
士
の
免
許
を
得
る
た
め

の
勉
強
や
訓
練
を
す
る
建
物
も
あ
り
ま
す
。
ふ
頭
の
つ
け
根
の
大
通
り
に
面
し

た
倉
庫
の
壁
面
に
最
近
レ
リ
ー
フ
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
開
港
当
時
の
風
俗
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
殺
風
景
な
ふ
頭
に
や
す
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
は
で
き
た
こ
ろ
は
一
般
貨
物
用
で
し
た
が
、
コ
ン
テ
ナ
船
が
増
え
て
Ａ
突

堤
だ
け
で
は
不
足
し
て
き
た
の
で
、
最
近
コ
ン
テ
ナ
ふ
頭
が
増
設
さ
れ
ま
し
た
。

赤
い
ク
レ
ー
ン
が
林
立
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
横
浜
港
も
コ
ン
テ
ナ
化
で
一
塁
晁

港
に
立
ち
遅
れ
た
の
を
い
く
ら
か
挽
回
し
た
よ
う
で
す
。

本
牧
ふ
頭
の
東
の
突
き
当
た
り
に
海
づ
り
桟
橋
が
あ
り
ま
す
。
市
民
が
手
軽

に
近
場
で
釣
り
が
楽
し
め
る
よ
う
に
と
考
え
ら
れ
て
造
ら
れ
た
施
設
で
す
ね
。

季
節
で
多
少
異
な
り
ま
す
が
朝
六
時
か
ら
夜
九
時
ま
で
釣
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

海
づ
り
桟
橋
の
北
側
に
新
し
く
シ
ン
ポ
ル
タ
ワ
ー
が
で
き
ま
し
た
。
も
う
行

っ
た
人
も
い
る
で
し
ょ
う
ね
。
正
式
に
は
海
上
保
安
庁
の
船
舶
通
航
信
号
所
と

い
い
ま
す
。
｜
階
に
レ
ー
ダ
ー
室
が
あ
っ
て
横
浜
港
に
出
入
り
す
る
船
に
い
ろ

い
ろ
指
示
を
与
え
る
の
で
す
。
ド
ー
ナ
ツ
型
の
展
望
回
廊
が
す
て
き
で
す
よ
。

沖
合
で
待
っ
て
い
る
船
、
港
か
ら
出
て
来
る
船
が
、
手
に
と
る
よ
う
に
よ
く
見

え
ま
す
。
港
の
探
訪
も
こ
こ
で
ひ
と
休
み
し
ま
し
ょ
う
。
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一
一
十
数
年
前
ま
で
は
本
牧
の
一
一
一
溪
園
の
裏
は
海
岸
で
、
波
が
ひ
た
ひ
た
と
打

ち
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
横
浜
市
が
大
き
く
広
が
る
に
つ
れ
て
こ
の
辺
の
海
一
帯

が
埋
立
て
ら
れ
た
の
で
す
。
本
牧
ふ
頭
か
ら
ず
っ
と
根
岸
に
か
け
て
広
い
土
地

が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
は
港
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
つ
の
エ
場
の
中
に
船
の

着
く
専
用
の
岸
壁
が
あ
っ
て
そ
の
エ
場
の
た
め
の
貨
物
船
が
出
入
り
し
ま
す
か

ら
、
や
っ
ぱ
り
港
の
ひ
と
つ
で
す
。

本
牧
ふ
頭
の
う
し
ろ
に
日
産
自
動
車
の
専
用
ふ
頭
が
あ
り
ま
す
。
箱
の
よ
う

に
四
角
い
自
動
車
専
用
船
が
輸
出
用
の
自
動
車
を
積
ん
で
い
ま
す
。
積
荷
で
あ

る
自
動
車
が
自
分
で
運
転
さ
れ
て
船
に
乗
っ
て
い
く
の
で
す
。
｜
隻
で
二
○

○
○
台
以
上
も
乗
せ
ま
す
。

こ
の
近
く
に
は
港
で
働
く
人
た
ち
の
住
む
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
隣
り
に
は
三
菱
重
エ
業
の
造
船
所
が
あ
り
ま
す
。
桜
木
町
に
あ
っ
た
の

が
「
み
な
と
み
ら
い
団
」
と
い
う
新
し
い
街
づ
く
り
の
場
所
に
な
っ
た
の
で
こ

こ
へ
引
っ
越
し
て
き
た
の
で
す
。
今
は
あ
ま
り
た
く
さ
ん
船
を
造
る
こ
と
が
な

い
の
で
修
理
を
専
門
に
し
て
い
ま
す
。

南
へ
下
り
る
と
日
本
石
油
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。
白
い
円
筒
の
タ

ン
ク
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
す
ね
。
こ
こ
に
や
っ
て
来
る
船
は
も
ち
ろ
ん
オ

イ
ル
タ
ン
カ
ー
で
す
。
雲
場
内
の
岸
壁
で
す
か
ら
一
般
の
人
は
入
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
私
だ
っ
て
ぶ
ら
り
と
訪
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
東
日
本
鉄

道
の
根
岸
線
に
乗
っ
て
車
窓
か
ら
工
場
の
中
を
な
が
め
る
の
で
す
。
そ
う
す
る

と
一
一
○
万
ト
ン
も
の
タ
ン
カ
ー
が
接
岸
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

さ
す
が
に
日
本
の
港
を
代
表
す
る
ヨ
コ
ハ
マ
で
す
。
港
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
は
今

日
の
海
運
・
港
湾
の
あ
り
さ
ま
を
ほ
と
ん
ど
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ね
。
明

治
の
建
物
、
昭
和
初
期
の
帆
船
や
賓
船
、
現
代
の
コ
ン
テ
ナ
船
、
タ
ン
カ
ー
、

自
動
車
専
用
船
、
こ
ん
な
い
ろ
い
ろ
な
船
が
見
ら
れ
る
の
は
横
浜
な
れ
ば
こ
そ
、

中
区
な
れ
ば
こ
そ
で
す
。
そ
れ
に
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
働
い
て
い
ま
し
た
ね
。

（
絵
と
文
柳
原
良
平
さ
ん
）
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